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TOPIC 1

11/16

震
度
６
強
の
地
震
発
生
！
全
市
内
に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き

総
合
震
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た

▲自衛隊や県の防災ヘリによる救出訓練

▲災害対策本部の様子

▲日赤奉仕団による炊き出し訓練

応急担架作成訓練

▲

　
今
立
地
区
の
防
災
行
政
無
線
が

整
備
さ
れ
、
緊
急
時
の
情
報
伝
達

基
盤
の
強
化
も
進
む
中
、
今
回
、

市
内
全
17
地
区
の
区
長
会
と
自
治

振
興
会
が
中
心
と
な
り
、
20
近
く

の
各
種
団
体
の
協
力
の
中
で
、
い

ろ
い
ろ
な
二
次
災
害
を
想
定
し
地

域
の
防
災
力
向
上
を
目
指
し
た
、

越
前
市
と
し
て
初
め
て
の「
総
合
震

災
訓
練
」が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
訓
練
の
最
重
要
課
題
は
、

災
害
時
に
各
地
区
の
災
害
対
策
本
部

と
し
て
の
機
能
を
持
つ「
地
区
拠
点

基
地
運
営
本
部
」の
体
制
確
立
と
、

市
の
災
害
対
策
本
部
の
初
動
対
応
に

つ
い
て
の
検
証
で
し
た
。

　
市
の
災
害
対
策
本
部
は
、
南
越
消

防
組
合
本
部
の
４
階
に
設
置
し
ま
し

た
。

　
各
地
区
か
ら
災
害
状
況
や
、
避
難

状
況
の
報
告
が
絶
え
間
な
く
届
く
中
、

職
員
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
対
応
に
追

わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
内
の
災
害
状
況
や
避
難

情
報
を
市
民
に
い
ち
早
く
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
、
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
や
た
ん
な
ん
Ｆ
Ｍ
も
訓
練
に
参
加

し
ま
し
た
。

　
各
地
区
で
は
、
す
で
に
結
成
さ
れ

た
１
２
２
町
内
の
自
主
防
災
組
織
も

参
加
し
て
、
公
民
館
な
ど
に
地
区
拠

点
基
地
を
設
置
し
、
区
長
会
や
自
治

振
興
会
の
担
当
者
が
集
ま
っ
て
、
広

域
避
難
所
へ
の
避
難
状
況
の
収
集
や

要
援
護
者
の
安
否
確
認
、
そ
し
て
本

部
へ
の
報
告
な
ど
、
本
番
さ
な
が
ら

の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
全
域
か
ら
約
２
万
５
０
０
０

人
が
参
加
し
て
の
訓
練
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
町
内
や
地
域
で
負
傷
者
の
搬
送

訓
練
や
消
火
訓
練
、
炊
き
出
し
や
避

難
所
の
開
設
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
、
真
剣
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　
市
で
は
、
本
部
や
各
地
区
で
の
訓

練
の
結
果
を
十
分
に
検
証
し
、
課
題

や
成
果
を
今
後
の
市
地
域
防
災
計
画

な
ど
に
的
確
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

　

▲要援護者を避難させる市民
▲物資搬送車を待つ市民

広域避難場所の様子▲

▲被害状況をまとめる本部

▼市民に情報を提供する放送局
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TOPIC 2

五
箇
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
四
町
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が

景
観
協
定
を
締
結
し
ま
し
た

TOPIC 3

11/
5・17

シ
リ
ー
ズ

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
　(

２
２)

３
０
１
６

【
募
集
内
容
】　
運
行
ル
ー
ト
や
運
行

時
間
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
や
利
用
促
進
策
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】　
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】　
政
策
推
進
課

　
〒
915-

８
５
３
０
　
住
所
不
要

　
F
A
X(

２
２)

９
１
０
６ 

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　kikaku@
city.echizen.lg.jp

問
合
先
　
政
策
推
進
課

　
　(

２
２)

３
０
１
６

市
民
バ
ス
の
運
行
見
直
し
に
向
け
て

公
共
交
通
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

市
民
バ
ス
の
運
行
見
直
し
に
向
け
て

第
８
話

公
共
交
通
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と

市
民
バ
ス「
の
ろ
っ
さ
」に

　
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

市
民
バ
ス「
の
ろ
っ
さ
」に

　
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い

　
市
で
は
、
平
成
19
年
４
月
の
本
格

運
行
後
３
年
を
節
目
に
、
市
民
バ
ス

「
の
ろ
っ
さ
」が
さ
ら
に
利
用
し
や
す

い
も
の
と
な
る
よ
う
、
現
在
の
運
行

体
系
や
内
容
の
見
直
し
策
を
ま
と
め
、

平
成
22
年
度
か
ら
の
運
行
に
反
映
さ

せ
る
計
画
で
す
。

　
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
や
各
地
域
の
ご
意
見
を

い
た
だ
く
な
ど
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
集
約
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
ま
す
。

【
募
集
内
容
】　
運
行
ル
ー
ト
や
運
行

時
間
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が

る
ア
イ
デ
ア
や
利
用
促
進
策
な
ど
、

何
で
も
結
構
で
す
。
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

【
応
募
方
法
】　
手
紙
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】　
政
策
推
進
課

　
〒
915-

８
５
３
０
　
住
所
不
要

　
F
A
X(

２
２)

９
１
０
６ 

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　kikaku@
city.echizen.lg.jp

11/
5・18

今
立
工
業
団
地
に｢

（株）
ダ
イ
エ
イ(

白
崎
町)｣
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　｢

岩
谷
産
業
（株）(
大
阪
市)｣

が
進
出

　
現
在
、
６
社
が
操
業
し
て
い
る

今
立
工
業
団
地
に
、
新
た
に
２
社

の
新
工
場
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
白
崎
町
の
廃
棄
物
処
理
リ
サ
イ

ク
ル
業｢

（株）
ダ
イ
エ
イ｣

は
、
新
事

業
で
あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
再
利
用

の
た
め
の
新
工
場
を
建
設
し
、
来

年
２
月
の
操
業
開
始
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
大
阪
市
の
ガ
ス
卸
売
業「
岩
谷
産

業
（株）
」は
、
L
P
ガ
ス
補
充
施
設
を

建
設
し
、
来
年
11
月
の
操
業
開
始
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
県
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
支
援
制
度
を
生
か
し
、

着
実
に
企
業
誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、

地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
安
定
に

努
め
、
市
の
基
盤
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

定額給付金の
給付を
よそおった
「振り込め詐欺」や
「個人情報の詐取」に
ご注意ください。
「定額給付金」は、
住民の皆さんへの連絡や給付を
行う段階ではありません。
具体的な給付の方法などは
決まり次第、
速やかに広報いたします。

問合先　総務省定額給付金室
　　　　　０３（５２５３）５１１１

タ
ン
ス
町
通
り
の
街
並
み

▲

！

　
今
年
４
月
に
地
域
ま
ち
づ
く
り

推
進
団
体
と
し
て
認
定
さ
れ
た
２

つ
の
団
体
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
住
民

の
合
意
に
よ
り
景
観

協
定
を
締
結
し
、
市

に
提
出
し
ま
し
た
。

　
五
箇
地
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
は
、

ま
ず
、
大
滝
町
大
門

通
り
に
お
い
て
、
越

前
和
紙
の
産
地
と
し
て
、

ま
た
、
大
瀧
神
社
・
岡
太
神
社
の
あ

る「
神
と
紙
の
郷
」に
ふ
さ
わ
し
い
街

並
み
景
観
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　
四
町
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
で
は
、
ま
ず
、

タ
ン
ス
町
通
り
に
お

い
て
、
住
み
よ
く
、

ま
た
、
越
前
指
物
の

家
具
や
建
具
な
ど
商

い
が
見
え
る
街
並
み

景
観
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
両
団
体
が

着
実
に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
を
期
待
し
、
支
援
し
ま
す
。

五
箇
地
区
の
街
並
み

▲

今立工業団地▲
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●確定申告をしなければならない場合
・平成20年中の給与収入が2,000万円を超える場合
・給与を１カ所から受けている人で、給与所得や退職
所得以外の所得が20万円を超える場合
・給与を２カ所以上から受けている人で、年末調整さ
れなかった給与の収入金額と、給与所得や退職所得
以外の所得金額との合計額が20万円を超える場合
・同族会社の役員やその親族などで、その同族会社か
らの給与のほかに、貸付金の利子、店舗・工場など
の賃借料、機械・機器の使用料などの支払いを受け
ている場合 
・災害で被害を受けたため、平成20年中の給与につい
て、源泉徴収税額の徴収猶予や還付を受けた場合

●確定申告をすると所得税が還付される場合
・雑損控除の適用を受ける場合 
・医療費控除の適用を受ける場合 
・住宅借入金等特別控除の適用を受ける場合 
問合先　武生税務署　　(２２)０８９０　 

給与所得者でも
確定申告が必要な場合があります

給与所得者でも
確定申告が必要な場合があります

平
成
21
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

市
県
民
税
の
主
な
変
更
点

■
市
県
民
税
の

　
年
金
天
引
き

　（
特
別
徴
収
制
度
）

　
　
　
　
　
の
導
入

　
平
成
21
年
10
月
よ
り
、市
県
民
税

が
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。（
特

別
徴
収
制
度
）

対
象
者

　
65
歳
以
上
の
公
的
年
金
を
受
け
て
い

る
人
で
、
４
月
１
日
現
在
に
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
、
年
金
所
得
分
の
市
県
民

税
が
課
税
さ
れ
る
場
合

(注)
年
度
の
途
中
に
65
歳
に
な
る
人
は
、

翌
年
度
か
ら
対
象
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
税
額

　
年
金
天
引
き
す
る
税
額
は
、
年
金

所
得
分
だ
け
の
市
県
民
税
で
す
。
な

お
、
年
金
以
外
の
所
得
分（
不
動
産

所
得
や
給
与
所
得
等
）の
市
県
民
税

は
、
普
通
徴
収
、
ま
た
は
給
与
天
引

き
と
な
り
ま
す
。

■
寄
附
金
控
除
の
改
正

寄
附
金
の
範
囲

　
都
道
府
県
、
市
町
村
ま
た
は
特
別

区
に
対
す
る
寄
附
金

　
都
道
府
県
共
同
募
金
会
ま
た
は
日

本
赤
十
字
社
の
支
部
に
対
す
る
寄

附
金

　
都
道
府
県
ま
た
は
市
町
村
が
条
例

で
定
め
た
団
体
に
対
す
る
寄
附
金

※
な
お
、
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

　
確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
寄
附
金
控
除
は
、
平
成
20
年
度
ま

で
所
得
控
除
と
し
て
所
得
か
ら
控
除

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
21
年
度

か
ら
、
市
県
民
税
の
税
額
か
ら
控
除

す
る
税
額
控
除
に
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
対
す
る

優
遇
措
置
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
税
源
移
譲
に
伴
う
、
市
県
民
税

減
額
の
申
告
期
限
は
過
ぎ
て
い
ま

す
が
、
平
成
19
年
の
所
得
が
前
年

と
比
べ
て
減
少
し
、
所
得
税
の
課

税
最
低
限
を
下
回
っ
た
と
き
は
、

申
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
早
急
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
な
ど
に
よ
っ

て
所
得
税
が
課
税
さ
れ
な
い
場

合
は
、
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

対
象
　
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
事
業
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
償
却
資
産
を
所
有
、

ま
た
は
他
の
者
に
事
業
用
と
し

て
貸
し
付
け
て
い
る
会
社
や
個

人
は
、
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
限
　
２
月
２
日
（
月
）

申
告
先
　
税
務
課
　
資
産
税
Ｇ

※
平
成
20
年
度
か
ら
、
機
械
及
び

装
置
を
中
心
に
資
産
区
分
の
見

直
し
、
耐
用
年
数
の
変
更
が
行

わ
れ
、
平
成
21
年
度
分
の
償
却

資
産（
固
定
資
産
税
）申
告
か
ら
、

改
正
後
の
耐
用
年
数
を
用
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

制
度
導
入

特別徴収
　給与所得者の納税の便宜を図る目的で作
られた制度で、毎月給与から天引きで特別
徴収義務者（事業所）が徴収し、一括して市
町村に納入する制度です。
特別徴収義務者
　４月１日において給与の支払者のうち、
所得税の源泉徴収義務を有する者が指定さ
れます。
特別徴収の利点
　市県民税の税額は、あらかじめ市町村よ
り通知されます。（５月）
　その通知により、毎月天引きで納入（翌月
10日までに）するので、所得税の税額計算
などの煩わしさはありません。
問合先　税務課　　(２２)３０１４

従業員等の市県民税は、給与天引きで
の納税をお願いします
(個人市県民税の特別徴収）

事業主の皆さんへ

問
合
先
　
税
務
課

　
　(

２
２)

３
０
１
４

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

事
業
用
の
償
却
資
産
を

所
有
す
る
人
は
、
申
告

義
務
が
あ
り
ま
す

平
成
19
年
度

市
県
民
税
の

　
減
額
申
告
に
つ
い
て
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武生
高校

第　三
中学校

村国山

日
野
川

雪捨て
場所

万代橋

帆山橋

日野大橋

豊橋

な
る
べ
く
こ
こ
を

使
っ
て
く
だ
さ
い

　西庄境橋
（服部川右岸上流）

　桜橋
（鞍谷川右岸上流）

　学校橋
（鞍谷川右岸上下流）

　小冨士橋
（鞍谷川右岸上下流）

　山室第二橋
（月尾川両岸上流）

　今立大橋
（鞍谷川左岸下流）

　新橋
（鞍谷川左岸下流）

　桜大橋
（鞍谷川両岸下流）

　富永橋
（鞍谷川右岸下流）

　岡本橋
（岡本川左岸下流）

　神郷橋
（岡本川左岸下流）

●除雪に関する問い合わせ
　・維持管理課　　（22）3709
　・今立総合支所地域づくり課　
　　　(43)7813

★
積
雪
に
応
じ
て
指
定
場
所
を
増
や

し
ま
す
。

★
児
童
・
生
徒
の
通
学
時
間
に
排
雪

す
る
と
き
は
、特
に
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

★
雪
捨
て
場
に
、ご
み
な
ど
を
絶
対

に
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

消
防

除
雪
・
排
雪

屋
根
の
雪
下
ろ
し
な
ど
で
、道
路
に

雪
を
放
置
し
て
お
く
と
、法
律
違
反

に
な
り
ま
す
。

は
決
め
ら
れ
た
場
所
へ

排
雪
排
雪

417

6
5

4

3

2

1

7

9

10 11

国
中

赤
坂

野
岡

不
老

大
滝

岩
本

中
津
山

西
庄
境

花
筐
公
園

紙の文化
博物館

岡本小

今立土木

花筐小
8

南中山小

南越中

警察
今立総合支所

社会福祉
センター

鞍
谷
川

月尾川

冬
じ
た
く

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　
皆
さ
ん
は
家
の
周
り
の
雪
囲
い
や
樹
木
の
雪
つ
り
な
ど
、
冬
を
迎
え
る
準
備
は
も
う
済
み

ま
し
た
か
。
市
も
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う「
冬
じ
た
く
」
を
し
ま
す
。
冬
に
な

る
と
、
ご
み
を
出
す
場
所
や
除
雪
・
排
雪
、
水
道
な
ど
雪
に
備
え
い
ろ
い
ろ
な
準
備
が
必
要

で
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
冬
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

▼
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に

　
雪
を
捨
て
な
い
で

　
下
水
道
の
汚
水
マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪

を
捨
て
る
と
、
下
水
処
理
場
の
機
能

が
低
下
し
ま
す
。
絶
対
に
投
げ
入
れ

な
い
で
く
だ
さ
い
。
　

　
た
だ
し
、
積
雪
が
30
cm
以
上
の
と

き
は
、
雨
水
用
の
苑
葉
川
・
表
川
の

マ
ン
ホ
ー
ル
に
雪
が
捨
て
ら
れ
ま
す
。

捨
て
る
と
き
は
、
区
長
の
指
示
に
従

っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
に
関
す
る
注
意
点(

お
願
い)

・
除
雪
や
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
る

路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
一
斉
屋
根
雪
下
ろ
し
な
ど
、
地
域

ぐ
る
み
で
除
雪
し
ま
し
ょ
う

・
除
雪
作
業
前
に
準
備
運
動
を
し
、

無
理
を
せ
ず
、
水
分
や
休
憩
を
と

り
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
市
除
雪
対
策
本
部

　
　（
２
２
）３
７
０
９

▼
ま
さ
か
！
に
備
え
て

　
消
防
水
利
の
確
保
を

　
冬
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
暖
房

器
具
が
原
因
の
火
事
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
頼

り
に
な
る
の
は
、

近
く
の
消
火
栓

や
防
火
水
槽
で
す
。

積
雪
時
は
緊
急

事
態
に
備
え
て
、

消
防
水
利
の
周
り
を
近
所
ぐ
る
み
で

除
雪
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う

と
逃
げ
場
が
な
く
な
り
ま
す
。
高
齢

者
や
病
人
が
避
難
し
や
す
い
よ
う
、

家
の
周
り
を
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
先

　
南
越
消
防
組
合 

　（
２
１
）０
１
１
９

災
害
情
報   

　（
２
２
）４
４
７
７

休
日
診
療   

　（
２
１
）８
８
７
７

え
ん 

ば 

が
わ

お
も
て
が
わ

武生地区の排雪場所 今立地区の排雪場所

▼
市
の
道
路
除
雪
に
つ
い
て

・
市
が
除
雪
す
る
路
線

１
　
市
道

２
　
幅
員
が
４.

５
ｍ
以
上

３
　
積
雪
量
が
10
cm
以
上

　
午
前
８
時
を
め
ど
に
、
朝
の
通
勤
・

通
学
用
の
道
路
を
優
先
的
に
除
雪
し

ま
す
。

※
大
雪
で
全
て
の
道
路
の
除
雪
が
困

　
難
な
場
合
に
は
、「
生
活
に
必
要

　
な
幹
線
道
路
」を
優
先
し
て
除
雪

　
し
ま
す
。

・
そ
れ
以
外
の
路
線

　
地
域
の
自
治
振
興
会
や
各
町
内
が

中
心
と
な
り
、
地
域
ぐ
る
み
で
の
的

確
な
除
雪
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
家
の
周
り
の
狭
い
道
路
な
ど
は
、

ご
近
所
で
力
を
合
わ
せ
て
除
雪
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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冬
で
も
食
中
毒
？

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
注
意

問
合
先
　
南
越
消
防
組
合
中
消
防
署
　
　(

２
１)

０
１
１
９ 

　
　
　
　
南
越
消
防
組
合
東
消
防
署
　
　(

４
３)

０
１
１
９

　これから年末年始にかけて、外出す
ることが多くなることから、留守宅の
空き巣や買い物中の車上狙い、すり・
ひったくりなどの犯罪が増える傾向に
ありますので、じゅうぶん注意してく
ださい。
　市では２７３人の防犯隊員を任命し、
地域防犯パトロールや防犯診断、イベ
ント時の雑踏警備、行方不明者の捜索
などに活躍していただいています。
　現在、防犯隊と警察が協力して年末
警戒にあたるとともに、各地域で自転
車の二重施錠や自動車の鍵かけ運動を
展開中です。市民の皆さんも協力して、
安全で安心なまちをつくりましょう。

問合先
　防災安全課　　(２２)３０８１ 

▲自転車二重施錠運動

▲委嘱状交付式

緊
急
！｢

地
震
対
策｣

編

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
シ
リ
ー
ズ

▼
年
末
年
始
の
業
務

　
年
末
年
始
の
業
務
は
、
７
頁
の
表

の
と
お
り
で
す
。
１
月
５
日
以
降
は

平
常
業
務
に
戻
り
ま
す
。

　
な
お
、
年
末
の
第
２
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
持
ち
込
み
は
混
み
合
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

▼
雪
の
状
況
で
平
常
の
ご
み
収
集

が
で
き
な
い
時
が
あ
り
ま
す

　
１
・
２
月
は
積
雪
の
あ
る
な
し
に

関
係
な
く
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン(

ご

み
置
き
場)

の
場
所
が
変
わ
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。

　
場
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、
区
長

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
空
き
缶
・
空
き
び
ん
な
ど
資
源

ご
み
の
収
集
も
行
い
ま
す
が
、
雪
の

状
況
に
よ
り
収
集
ボ
ッ
ク
ス
が
配
置

さ
れ
て
い
な
い
時
は
、
ご
み
を
出
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
先
　
南
越
清
掃
組
合

　
　
　
　
　（
２
２
）２
６
３
６

ご
み

冬じたくインフォメーション

年末年始の
犯罪にご注意!!
年末年始の
犯罪にご注意!!

皆
さ
ん
の
家
庭
・
部
屋
で
は
予
防
対
策
し
て
ま
す
か
？

　
家
具
が
倒
れ
な
い
よ
う 

　
固
定
す
る

　
重
い
物
は
下
に
収
納
し
、

　
重
心
を
低
く
す
る

　
食
器
棚
の
中
身
が

　
飛
び
だ
さ
な
い
よ
う

　
金
具
で
止
め
る

　
ベ
ッ
ド
の
位
置
は

　
窓
ガ
ラ
ス
の
飛
散
や

　
家
具
の
転
倒
な
ど
も

　
考
え
る

　
テ
レ
ビ
は
低
い
位
置

　
に
置
き
、
固
定
す
る

　
家
具
の
正
面
に
は

　
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を

　
置
か
な
い

　
ド
ア
の
近
く
に
は
、

　
開
閉
の
障
害
と
な
る

　
物
を
置
か
な
い

　
非
常
携
行
袋
を
準
備
し
、

　
寝
床
の
側
に

　
懐
中
電
灯
を
置
く

▼
感
染
源
は
？

・
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
し
た
カ
キ
な
ど

の
二
枚
貝
を
食
べ
た
と
き

・
感
染
者
の
便
や
吐
物
か
ら
の
二
次

感
染

▼
予
防
法

　
カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
は
、
じ
ゅ
う

ぶ
ん
加
熱
し
て
く
だ
さ
い
。

（
中
心
温
度
85
℃
以
上
で
１
分
以
上

が
、
加
熱
の
目
安
で
す
）

問
合
先
　
健
康
増
進
課

　
　
　
　
　(

２
４)

２
２
２
１ 

12
月
は
不
法
投
棄
等

防
止
啓
発
強
化
月
間
で
す

　
最
近
、
粗
大
ご
み
な
ど
廃
棄
物

や
建
設
廃
材
の
不
法
投
棄
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、｢

野
焼
き｣

も
廃

棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
指
定
有
害
廃
棄
物｢

硫

酸
ピ
ッ
チ｣

の
不
法
投
棄
、
不
適
正

保
管
に
つ
い
て
も
全
国
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
法
投
棄
や
野
焼
き
、
軽
油
密

造
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
情
報
を
得
た

と
き
は
県
の
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

ま
た
は
市
役
所
、
警
察
署(

交
番･

駐

在
所) 

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
法
投
棄
は
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

　（
５
年
以
下
の
懲
役
、１
０
０
０
万

　
円
以
下
の
罰
金
）

・
み
だ
り
に
廃
棄
物
を
捨
て
た
場
合

・
廃
棄
物
を
焼
却
し
た
場
合

　(

法
令
で
定
め
た
方
法
、
公
益
上
、

　
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な
い
場

　
合(

ど
ん
ど
焼
き
な
ど)
を
除
く)

・
指
定
有
害
廃
棄
物｢
硫
酸
ピ
ッ
チ｣

　
を
保
管
、
収
集
、
運
搬
ま
た
は
処

　
分
し
た
場
合(

法
令
で
定
め
た
方

　
法
に
よ
る
場
合
を
除
く)

問
合
先
　
環
境
政
策
課

　
　
　
　
　(

２
２)

３
０
０
３

1234

5678
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水
道

月・木曜日収集地区
火・金曜日　　〃

月曜日収集地区
火曜日　　〃
水曜日　　〃
木曜日　　〃
金曜日　　〃

すべての区域

すべての地区

浄 水 場
（23）5597

柳 　 荘
（23）3436

温水プール［４日は休業］
（23）7986

湯 楽 里
（25）7800

自動交付機による証明書発行
（22）3000

雪みち情報ネットふくい(福井県道路保全課のホームページ)
http :// info .pref . fuku i . jp/hozen/yuk i/

上記以外の市の業務　　（22）3000

斎場の使用
※火葬許可申請は毎日受付

（○印は
休日当番医）

中 村 病 院
はしもと小児科クリニック
今 立 中 央 病 院
月 岡 医 院
林 病 院
橋 本 整 形 外 科
佐 々 木 医 院
関 医 院
笠 原 病 院

　（22）0618
　（23）8080
　（42）1800
　（23）0220
　（22）0336
　（23）2112
　（42）0002
　（22）0103
　（23）1155

※・診療の時間は、午前９時～午後５時です。
　・受診の際には電話連絡をしてから受診してください。
　・休日当番医以外にも診療している病院もあります。
　・医療機関によって、診療日・時間などが異なりますので、かかりつけ
　　医がある場合は事前に確認してください。
　・１月４日からは通常の業務になりますので、４日の休日当番医は
　　　０１２０(２４)４８９４で確認してください。

そ
の
他

医
　
療
　
機
　
関

（○印は業務を行っています）
婚姻、出生、死亡などの戸籍届出は、市役所および今立総合支所で
毎日受け付けます。

市
　
　
　
　
関
　
　
　
　
係

プラスチック容器包装

燃やせないごみ

資源ごみ(カン・ビン・ペットボトルなど)

燃やせるごみ

燃やせるごみ

12/29
（月）

30
（火）

31
（水）

1/1
（木）

2
（金）

3
（土）年末年始の業務内容

水 道

施 設

交 通

ご
　
　
　
　
　
　
　
み

火
葬

直
接
持
ち
込
む
場
合

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
収
集

冬じたくインフォメーション
▼
水
道
水
は
融
雪
に
使
用
し
な
い
で
！

　
飲
料
水
用
の
水
が
不
足
し
ま
す
。

最
悪
の
場
合
に
は
、断
水
に
な
り
ま

す
の
で
融
雪
水
に
は
使
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

▼
水
が
出
な
い
と
き
は

　
冷
え
込
ん
だ
朝
な
ど
は
、メ
ー
タ

ー
や
水
道
管
が
凍
り
、水
が
出
な
い

と
き
が
あ
り
ま
す
。応
急
処
置
と
し

て
、ぬ
る
ま
湯
を
直
接
メ
ー
タ
ー
や

水
道
管
に
か
け
て
温
め
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂

　
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、注
意
し

　
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　
水
道
課
　
　
　（
２
２
）７
９
１
８

　
村
国
浄
水
場
　（
２
３
）５
５
９
７

▼
水
道
検
針
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
降
雪
が
あ
っ
た
場
合
は
、メ
ー
タ

ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
辺
も
除
雪
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
漏
水
も
料
金
が
か
か
り
ま
す

　
凍
結
に
よ
る
水
道
管
破
裂
な
ど
が

原
因
で
、
多
く
の
家
庭
で
漏
水
が
発

生
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
漏
水
に
も

水
道
料
金
が
か
か
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
す
べ
て
の
蛇
口
が
閉
ま
っ
て
い
る

の
に
回
転
し
て
い
る
場
合
、漏
水
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
の
場
合

は
、
指
定
工
事
業
者
で
早
急
に
修
繕

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
先

　
料
金
課
　
　(

２
２)

７
９
２
９

※
冬
期
間
使
用
し
な
い
家
の
水
道
は
、

止
水
栓
を
閉
め
る
か
、
料
金
課
へ

中
止
の
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ

い
。

漏
水
の
確
認
方
法

　
水
道
メ
ー
タ

ー
の
パ
イ
ロ
ッ

ト(

銀
色
の
こ
ま)

が
回
転
し
て
い

な
い
か
確
認
。

第２清掃センター
燃やせるごみ、燃やせないごみ、プラスチック、粗大ごみ、資源ごみ

市 民 バ ス
（22）3000
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―
―
―
―
―

―

―

―
―

―
―
―
―
―

―

―

―
―

―
―
―
―
―

―

―

―
○

―
○
―
―
―

―

―

○
―

○
―
―
―
―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

―

○

○

―

―

○

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―○○ ― ― ―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

―

○

―

―

○

―

―

―

○
○

○
○

○
○

○

○
○
○

　（28）1370 (8：30～17：00)

第１清掃センター
　（22）2636 (8：30～17：00)
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区分 越　前　市 国の制度との比較

同　じ

（平成20年度支給割合）

（平成20年度支給割合）

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

退
　
職
　
手
　
当

給料

報酬

市　長

副市長

議　長

副議長

議　員

給料月額など

907,000円

760,000円

465,000円

407,000円

387,000円

区　　　分 期末手当

6月期　  1.6月分

12月期　1.75月分

合計 　 3.35月分

(平成20年度支給割合)

◆特別職の給料、報酬などの状況 (平成20年4月1日現在)

(各年4月1日現在)◆部門別職員数の状況
区　　　　　分
部　　　　　門

職　　員　　数
平成20年 増減数平成19年

7
135
33
161
29
3
30
22
57
477
141
0

141
3
22
25
21
71
689

7
135
32
154
29
3
30
21
56
467
135
0

135
3
20
26
19
68
670

 0
 0
－1
－7
 0
 0
 0
－1
－1
－10
－6
 0
－6
 0
－2
1
－2
－3
－19

議 会
総 務
税 務
民 生
衛 生
労 働
農林水産
商 工
土 木
小 計
教 育
消 防
小 計
病 院
水 道
下 水 道
そ の 他
小 計

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

部
　
　
門

特
別
行
政

会
計
部
門

公
営
企
業
等

合 　 　 計

   (平成19年度普通会計決算)◆人件費の状況
住民基本台帳人口
（20年3月31日現在）

歳　出　額
A 実質収支 人件費

B
人件費率
（B／A）

83,830人 29,505,508千円 3,012,800千円 5,604,194千円 19.0％

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含んでいます。

   (平成20年度普通会計の当初予算)

   (平成20年4月1日現在)

   (平成20年4月1日現在)

◆職員給与費の状況
給　　　料

2,572,828千円

職員手当

383,076千円

期末・勤勉手当

1,078,002千円

計

4,033,906千円

※職員手当には、退職手当を含んでいません。

◆職員の平均給料月額および平均年齢の状況
平均給料月額

359,019円

294,105円

平　均　年　齢

43歳 9月

48歳 9月

◆職員の初任給の状況
区　　　分 決定初任給 採用2年経過日給料月額

大学卒

高校卒

高校卒

中学卒

161,600円

140,100円

133,100円

121,600円

175,600円

147,200円

139,600円

127,400円

一般行政職

技能労務職

区　　　分

一般行政職

技能労務職

   (平成20年4月1日現在)◆職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況
区　　　分 経験年数10年

大学卒

高校卒

高校卒

253,575円

該当者なし

該当者なし

一般行政職

技能労務職

経験年数15年

305,144円

267,300円

227,800円

経験年数20年

370,063円

337,800円

258,900円

   (平成20年4月1日現在)◆一般行政職の級別職員数の状況
区　分 1級

標準的な
職務内容

主事
技師

職員数

構成比

23人

5.8％

2級

主事
技師

38人

9.6％

3級

主査

70人

17.7％

4級

主幹

30人

7.6％

5級

主幹

93人

23.6％

6級

課長
副課長

108人

27.3％

7級

16人

4.1％

8級

課長

17人

4.3％

部長
計

395人

100％

※越前市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

◆職員手当の状況

人
事
行
政
の
あ
ら
ま
し

　「
越
前
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
に
お
け
る
職
員
の
給
与
や
勤
務
条
件

な
ど
、
人
事
行
政
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
市
に
お
い
て
は
合
併
以
降
、
行
財
政
構
造
改
革
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
職
員
数
の
削
減
、
給
与
の
適
正
化
な
ど

人
件
費
の
削
減
を
実
施
し
、
効
率
的
な
組
織
運
営
の
も
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

問合先　職員課
　(２２)３７０４※職員数は、一般職に属する職員数で、総務省の地方公

共団体定員管理調査報告値です。

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(2％～40％加算)
平成21年度まで

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

　
勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
(２％～20％加算)

自己都合
23.5月分
33.5月分
47.5月分
59.28月分

勧奨・定年
30.55月分
41.34月分
59.28月分
59.28月分

職制上の段階、職務の
級などによる加算措置 有

　
６月期
12月期
計

期末手当
1.40月分
1.60月分
3.00月分

勤勉手当
0.75月分
0.75月分
1.5月分

(平成20年4月1日現在)
◆年齢別職員構成の状況

0 30 60 90 120 150
（人）

20～23歳

24～27歳

28～31歳

32～35歳

36～39歳

40～43歳

44～47歳

48～51歳

52～55歳

56～59歳

60歳以上

8人

27人

58人

64人

75人

40人

54人

127人

144人

68人

5人

■職員の給与の状況

■職員数の状況

(各年4月1日現在)
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◆育児休業の状況    (平成19年度)

◆その他の休暇の状況    (平成19年度)

◆服務規程の遵守に関する取組状況

区　分 内　　　　　　容 受講者数

市独自研修

委託研修

派遣研修

勤務評定・危機管理研修・法制執務研修ほか

福井県自治研修所

日本経営協会研修、災害対策専門研修ほか

1,878人

239人

24人

   (平成19年度)

   (平成19年度)

◆分限処分の状況

◆公務災害発生状況

◆安全衛生対策の状況

◆福利厚生の状況

区　　分 処分者数 処　分　事　由

降　任

免　職

休　職

降　給

０人

０人

16人

０人

－

－

心身の故障による休養

－

   (平成20年4月1日現在)◆職員の勤務時間などの状況

   (平成19年度)

◆懲戒処分の状況
区　　分 処分者数 処　分　事　由

戒　告

減　給

停　職

免　職

０人

１人

１人

０人

　　　　　　　－

　　　　一般服務違反　　　　　　　　　　　　　　

　　　　一般服務違反

　　　　　　　－

※公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要が
ある職員は、上記以外の勤務時間の割振りによります。

区　　　分

１週間の勤務時間

勤 務 時 間

休 憩 時 間

時　　間　　な　　ど

40時間

午前８時半～午後５時半

正午～午後１時

◆年次有給休暇の取得状況    (平成19年１月１日～12月31日)

休　　暇　　期　　間

１年あたり20日間付与 
（20日を限度に、翌年に繰り越すことができる）

平均取得日数

7.3日

取得状況

34人

7人

11人

11人

109人

平均4.6日

13人

7人

0人

休　　暇　　期　　間

結核性疾患：1年以内、 
負傷または結核性疾患以外の疾病：90日以内

5日以内 

出産予定日までの6週間 

出産の日の翌日から8週間 

親族の続柄に応じ、1日から7日以内

7月から9月までの期間内に5日以内 

一の年において5日以内 

入院から出産後2週間までの期間内に2日以内

連続する6月の期間内において必要と認める期間

休 暇 の 種 類

病 気 休 暇

　 　

介 護 休 暇

　 　

結婚休暇

産前休暇

産後休暇

忌　　引

夏季休暇

子の看護休暇

出産補助休暇

特
　
別
　
休
　
暇 (

主
な
も
の)

区分

男性
職員

女性
職員

2年超え
2年6月以下

0人

0人

2年6月超え

0人

0人

1年6月超え
2年以下

0人

0人

1年超え
1年6月以下

0人

2人

6月超え
１年以下

0人

6人

6月以下

0人

0人

育　児　休　業　承　認　期　間育児休業
取得者数

0人

8人

　市職員の共済制度については、福井県市町村職員共済組合が、
組合員およびその家族の生活の安定と福祉の向上を目的に、病気・
ケガ・出産・死亡・休業または災害に対して給付を行う「短期給
付事業」、退職・障害または死亡に対して年金または一時金の給
付を行う「長期給付事業」、および健康保持増進事業や住宅資金な
どの貸付けを行う「福祉事業」の３つの事業を行っています。
　市においては、地方公務員法第42条の規定に基づき、職員の福
利厚生事業を「越前市職員共済会(職員による互助組織で条例によ
り設置が認められた団体)」と共同で行っています。職員掛金(給料
月額の1000分の４)と市負担金(給料月額の1000分の２、平成20
年度予算額5,787千円)を資金として、共済会が健康管理のための
人間ドック助成、体育・文化事業、職員の慶弔費の給付などを行
っています。

　平成19年度に、勤務条件に関する措置の要求として取り扱った
事案はありませんでした。 

　平成19年度に、不利益処分に関する申立てとして取り扱った事
案はありませんでした。

　公務災害補償制度は、地方公務員災害補償法に基づき、地方公
務員が公務上の災害または通勤による災害を受けた場合に、地方
公務員災害補償基金がその損害を補償する制度です。 
【平成19年度の発生状況】
　・公務災害３件(うち負傷３件、疾病０件) 
　・通勤災害０件 

　労働安全衛生法第19条の規定に基づき、越前市安全衛生委員会
を設置し(会長１人、委員９人)、職場巡視・点検による働きやすい
職場づくりや、心身に関する研修会の開催、産業医の相談面接な
どによる健康の保持増進、心身の疾病による休業者の職場復帰支
援を図っています。
　また、労働安全衛生規則第44条の規定に基づく全職員を対象と
した職員の定期健康診断等(年１回)の実施、特定職場における予防
接種を行っています。

■分限処分、および懲戒処分の状況

■職員の勤務時間、その他の勤務条件の状況

■職員研修の状況

■職員の服務の状況

■職員の福祉および利益の保護の状況

■不利益処分に関する不服申立ての状況

■勤務条件に関する措置の要求状況

※同一の職員が複数回にわたって研修を受講している場合、その数は重複して
計上しています。 

※同一の職員が複数回にわたって処分された場合、その数は重複して計上して
います。 

　市では、「越前市職員倫理条例」により、市民の疑惑や不信を招く
ような行為の防止を図り、公務に対する市民の信頼を確保し、公正
かつ民主的な市政の運営に努めています。 
　また、服務規律の遵守については、会議や研修などの機会を通じ
て、または、通知文などにより職員に対して、綱紀粛正および服務
規律の周知徹底を図っています。

※詳細は市のホームページでも、公表しています。　ホームページアドレス　http ://www.c ity .ech izen . lg . jp/
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決
算
の
状
況

１
以
上
…
自
力
で
財
源
を
確
保
で
き
て
い
る

１
未
満
…
自
力
で
確
保
で
き
る
財
源
が
不
足
し
て
い
る
。
１
未
満
の
地
方
公

　
共
団
体
に
は
、
国
か
ら
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
19
年
度
の
市
の
財
政
は
、
好
調
な
企
業
活
動
に
よ
り
税
収
が
過

去
最
高
を
記
録
し
た
こ
と
な
ど
で
、
良
好
な
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

　
越
前
市
の
財
政
状
況
が
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
状
況
を
判
断
す
る
い
く

つ
か
の
指
標
を
も
と
に
紹
介
し
ま
す
。

　市民税
　79億1,821万円

　固定資産税
　57億3,252万円

　都市計画税
　６億7,403万円

　市たばこ税ほか
　６億6,966万円

308億7,854万円

平成18年度からの繰越金
使用料・手数料など

問
合
先
　
財
務
課

　
　（
２
２
）３
２
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２
２
）３
８
５
５

　
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　zaisei@
city.echizen.lg.jp

民間保育園運営委託
児童手当
健康診査事業など

土地や建物の賃借料
情報システムの経費など

借入金の返済

商工業・農林業支援
中小企業者、労働者への融資

道路・公園等の整備など

特別会計等への支援金

消防・清掃組合等への分担金

決
算
の
状
況

越
前
市
の
現
状

平成
19年度

財
政

市　税　　　 149億9,442万円 福祉・健康　　70億3,684万円

議会・総務　　48億3,139万円

教育・文化
・スポーツ　　40億4,729万円

公債費　　　　39億  427万円

産業・経済　　21億8,695万円

都市整備　　　20億  381万円

繰出金　　　　25億6,262万円

その他　　　　28億9,270万円

その他　　　　35億8,607万円

地方交付税　　45億7,091万円

交付金など　　17億9,877万円

国・県支出金　41億5,157万円

市　債　　　　17億7,680万円

歳　入歳　入 294億6,587万円歳　出歳　出

自
　
主
　
財
　
源

60.2
％

39.8
％

依
　
存
　
財
　
源

内訳

一
般
会
計
福
祉
や
教
育
、
道
路
整
備
な
ど
市
政
運
営
の
基
本
と
な
る
会
計

繰越金(H20へ) 14億1,267万円

■
財
政
力
指
数 

…

財
政
状
況
は
指
数
や
比
率
で
わ
か
り
ま
す
。

指
数
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
あ
り

（
普
通
会
計
）

0.759

　
家
計
に
例
え
る
と
、
毎
月
の
収
入
に
対
す
る
生
活
費（
日
常
生
活
に
欠
か

せ
な
い
食
費
や
高
熱
水
費
な
ど
）の
割
合
の
こ
と
で
す
。
比
率
が
高
く
な
る

ほ
ど
、
欲
し
い
も
の
が
買
え
な
く
な
り
ま
す
。

■
経
常
収
支
比
率 

…
比
率
が
高
い
ほ
ど
弾
力
的
な
財
政
運
営
が
困
難

85.5%

35万1千円のサービス

※表示単位未満は調整　　　平成20年3月末人口  83,830人

県内9市の平均値
90.6%

県内9市の平均値
0.70

やや
良い

17万9千円の市税負担

県内9市の平均値
0.682

89.2%
県内9市の平均値

88.9%

昨年度 昨年度

今年度 今年度

0.719

やや
良い

市民1人あたり市民1人あたり市民1人あたり市民1人あたり
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基金：特定の事業を行ったり、財
源が不足したときに使う市
の貯金

市民一人あたりで考えると…

6万8,000円

市債残高：施設を造るときなどに
借りた市の借金

借 金

財 産

77万3,000円

公有財産：土地　271万㎡、建物　38万㎡
　　　　　有価証券　２億円、出資による権利　12億円
物　品：（取得価格が50万円以上のもの） 883点
債　権：７億5千万円（民間への貸付金　2億円など）

昨年度は 5万6,000円

　
家
計
に
例
え
る
と
、
毎
月
の
収
入
に
対
す
る
家
族
全
員
の
借
金（
家
や
車

の
ロ
ー
ン
）の
返
済
額
の
割
合
の
こ
と
で
す
。
比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
、
生

活
は
苦
し
く
な
り
ま
す
。

■
実
質
公
債
費
比
率 

…
18
％
以
上
で
黄
信
号
、
25
％
以
上
で
赤
信
号

13.3%

増えた

やや
悪い

県内9市の平均値
12.2%昨年度は 78万1,000円

減った

貯 金

国
民
健
康
保
険
、介
護
保
険
な
ど

一
般
会
計
と
分
け
て
設
置
す
る

特
定
の
事
業
に
関
す
る
会
計ガス事業清算特別会計は、平成18年10月１日に民間譲渡されたガス事業の清算事務を行うため設置されました。

会　計　名 歳　入 歳　出 差引額 一般会計からの
繰入金

簡易水道事業
下水道
国民健康保険
霊園事業
老人保健
駐車場
農業集落排水事業
林業集落排水事業
介護保険
今立西部工業団地事業
ガス事業清算

4,124万円
54億6,706万円
71億8,428万円

2,514万円
79億1,272万円

4,413万円
1億5,068万円

308万円
54億7,776万円
1億9,318万円
18億  576万円

3,406万円
54億1,683万円
71億3,478万円

873万円
77億8,923万円

1,593万円
1億5,058万円

298万円
51億8,715万円
1億9,275万円
9,785万円

718万円
5,023万円
4,950万円
1,641万円

1億2,349万円
2,820万円
10万円
10万円

2億9,061万円
43万円

17億  791万円

384万円
7億3,610万円
2億2,708万円

0円
6億6,237万円

0円
9,020万円
230万円

7億5,888万円
5,079万円

0円

特
別
会
計

水
道
な
ど
民
間
企
業
と
同
様
に
、利
用
料
金

な
ど
事
業
利
益
で
運
営
し
て
い
る
会
計

公
営
企
業
会
計※資本のうち借入資本金（借入残高）34億8,515万円

12億1,830万円
費 用
純利益 収 益

14億8,734万円
2億6,904万円

損益計算書

110億    60万円
負  債
資  本

資 産
4億2,052万円

105億8,008万円

貸借対照表

水道事業 （給水戸数：29,803戸）

※資本のうち借入資本金（借入残高）840万円

4,143万円
費 用
純利益 収 益

3,701万円
442万円

損益計算書

3億1,143万円
負  債
資  本

資 産
466万円

3億  677万円

貸借対照表

工業用水事業 （給水事業所数：10社）

16.1%
県内9市の平均値

14.9%

昨年度

今年度

平成19年度末現在高　57億円

平成19年度末現在高　648億円

市民一人あたりで考えると…
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　「バランスシート」は民間企業の経理方法を参考にしたもので、１年間の決算だけでは分からない、今までに
市が使ってきたお金が、どのような形で市の資産(学校などの施設や道路、河川、公園など)として存在してい
るのか、また、その資産を形成するためにどのようなお金が使われてきたかを明らかにするものです。

平成20年３月31日現在
住民基本台帳人口  83,830人

バランスシートバランスシート

【負債】
414億1,707万円

(市債）
327億5,574万円

（国庫支出金）
122億5,445万円
（県支出金）
56億  860万円

【正味資産】
663億5,800万円
（一般財源など）
484億9,495万円

（「資産」の総額から「負債」「国庫支出金」
および「県支出金」を差し引いた金額）

【有形固定資産】
943億8,301万円

【投資など】
67億3,490万円

【流動資産】
66億5,716万円

道路、公園、学校、保育園、市庁舎など
市が所有する公共施設や土地など

市民一人あたり
112万6,000円

財団法人などへの出資・貸付や教育・
福祉など特定の目的のための積立金

市民一人あたり
8万円

現金や財源調整のための積立金、税
の未収入金など

市民一人あたり
7万9,000円

貸 方貸 方

資産合計
1,077億7,507万円

負債＋正味資産
1,077億7,507万円

市民一人あたり
128万6,000円

（貸借対照表）

行政コスト計算書
　行政の仕事は、人的サービスや給付サービスなど資産形成に繋がらないサービスがたくさんありま
す。そこで、行政サービスにどれだけのコストがかかっているのかなど、わかりやすくお知らせでき
るように作ったものが「行政コスト計算書」です。民間企業の損益計算書にあたります。

【行政コスト】
◆人にかかるコスト
　人件費
　退職給与引当金繰入など
◆物にかかるコスト
　物件費
　維持補修費
　有形固定資産減価償却費
◆移転支出にかかるコスト
　扶助費
　補助費など
　繰出金
　普通建設事業費
　（他団体への補助金など）
◆その他のコスト
　災害復旧事業費
　公債費（利子分のみ）
　不納欠損額

(A) 行政コスト合計
　［市民一人あたり］

【収入項目】
◆使用料・手数料など
◆国庫(県)支出金
◆一般財源

(B) 収入合計
　［市民一人あたり］

　差し引き一般財源など
　増減額(B－A+C)
　［市民一人あたり］

◆(C) 正味資産国庫（県）
　支出金償却額
　［市民一人あたり］

◆期首一般財源など
◆期末一般財源など

【差し引き】

37億7,070万円
49億2,016万円
△11億4,947万円

76億  798万円
36億7,662万円
1億2,255万円
38億  880万円

119億4,730万円
  41億5,825万円
47億6,469万円
25億3,439万円
  4億8,998万円

8億7,172万円
  6,326万円

  7億3,094万円
  7,752万円

241億9,770万円
28万8,652円

275億4,904万円
32万8,630円

18億6,406万円
31億8,068万円
225億  430万円

9億8,670万円

1万1,770円

43億3,804万円

5万1,748円

441億5,692万円
484億9,496万円

（15.6％）

（31.4％）

（49.4％）

（3.6％）

（100.0％）

（6.8％）
（11.5％）
（81.7％）

（100.0％）

（平成19年４月１日～平成20年３月末）

行政コスト計算書

平成20年３月31日現在
住民基本台帳人口  83,830人

市民一人あたり
39万1,000円

税金、地方交付税
交付金など
市民一人あたり
57万8,000円

平成19年度末の
市債残高

市債の割合  32.1％
この割合が高くなると、
将来の世代への負担
が多くなることを示
します。

平成19年度

平成19年度

借 方借 方
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最終回

「
紫
式
部
ゆ
か
り
の
地
ふ
た
た
び
」

 

「
越
前
た
け
ふ
・
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
推
進
会
議
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
鎌
谷
忠
雄
氏

　
連
載「
源
氏
物
語
千
年
紀
　
紫
の
ゆ
か
り
、ふ
た
た
び
」の
最

終
回
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
越
前
市
に
所
縁
の
深
い
紫
式
部
が
執
筆
し
た「
源
氏
物
語
」

が
、
記
録
の
上
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
一
千
年
を
迎
え
た
今
年
、

様
々
な
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
が
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
市

内
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
春
に
は
、
紫
式
部
像
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
事
業
に
よ
り
、
紫
式

部
公
園
内
の
式
部
像
や
歌

碑
を
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
と
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
の「
式
部
と
ふ
じ

ま
つ
り
」で
は
、
美
し
く

咲
き
誇
っ
た
藤
の
花
の
下

を
平
安
行
列
が
練
り
歩
き
、

平
安
絵
巻
の
世
界
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
　

▲紫式部像フレッシュアップの様子

▼２００８たけふ菊人形(第一景)

▲武生公会堂記念館での
　特別企画展の様子

　
秋
に
は「
２
０
０
８
た
け
ふ
菊
人
形
」が
、
源
氏
物
語
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
約
10
万
人
の
入
場
者
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
源
氏
物
語
千
年
紀
の
記

念
日
に
あ
た
る
11
月
１
日

に
は
、
高
校
生
以
下
の
入

場
料
を
無
料
と
し
、
若
い
方
々

に
菊
で
彩
ら
れ
た
源
氏
物

語
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
　

　
武
生
公
会
堂
記
念
館
に

お
い
て
は
、
４
月
か
ら
５

回
シ
リ
ー
ズ
の
千
年
紀
特

別
企
画
展
に
取
り
組
み
、

市
民
は
も
と
よ
り
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
に
来
館
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
21
回
目
を
迎
え
た「
源
氏
物
語
ア
カ
デ
ミ
ー
」に

は
、
全
国
各
地
よ
り
２
３
０
名
を
越
え
る
多
く
の
参
加
者

が
あ
り
、
紫
式
部
と
出
会
え
る
越
前
市
の
魅
力
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
和
紙
の
里
で
の
特
別
展
や
源
氏
物
語
千
年

紀
連
続
講
座
、「
市
内
え
え
と
こ
め
ぐ
り
54
選
」な
ど
、
年
間

を
通
し
て
多
彩
な
記
念
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

▲源氏物語千年紀連続講座の様子

▲卯立の工芸館で行われた特別企画展
　「王朝文化を支えた料紙展」で展示された
　国宝「紫式部日記繪巻」第三段(五島美術館蔵)
　※越前和紙による復刻版　

　
本
年
２
月
に
発
足
し

ま
し
た
越
前
た
け
ふ
・

源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

推
進
会
議
で
は
、
市
民

と
行
政
が
協
働
し
て
、

千
年
紀
事
業
の
円
滑
な

推
進
に
資
す
る
た
め
、

源
氏
物
語
千
年
紀
事
業

に
関
す
る
情
報
共
有
と

相
互
連
携
の
強
化
、
総

合
的
な
情
報
発
信
、
Ｐ

Ｒ
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
の
越
前
市
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
千
年
紀
事
業
へ
の
取

組
み
を
、
一
過

性
の
も
の
で
終

わ
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
歴
史
と

文
化
の
魅
力
あ

ふ
れ
る
越
前
市

へ
の
誇
り
を
市

民
及
び
各
界
各

層
に
お
い
て
再
認
識
さ
れ
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
大
き
な

契
機
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
紫
式
部
に
象
徴
さ
れ
る
越
前
市
の
歴
史
と
文
化

と
い
う
大
き
な
財
産
を
次
の
世
代
に
受
け
継
ぎ
、
地
域
や
世

代
を
超
え
た
紫
式
部
顕
彰
の
輪
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
源
氏
物
語
千
年
紀
事
業
に
多
大

な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆
様
に
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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問合先　健康増進課　　(２４)２２２１
　　　　武生医師会　　(２４)１４００

市・武生医師会市民公開講座
～たばこはなぜやめられないのか～

12/22（月）
12/19（金）、１/16（金）

１/５（月）

１/７（水）

１/８（木）
１/７（水）

12/19（金）
１/９（金）、16（金）

12/22（月）、
１/５（月）、19（月）

１/20（火）、
27（火）　

歯科口腔保健センター
　(２２)１０２０

長寿福祉課
　(２２)３７８４

１/９（金）

12/24（水）

１/19（月）

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
づ
く
り

こころの相談室　　　
(電話や面接で、相談)　　(42)3939
はつらつ教室

育児相談(１歳未満の乳児)
離乳食教室(10：00～11：00)

１歳６カ月児健康診査
３歳児健康診査

こころの相談
(心理カウンセラーの相談)
チャレンジ教室(生活習慣病予防の運動)
いきいき運動広場
(自主的に運動できる部屋を開放）

9：30～11：00
10：00～11：00

9：30～10：30

13：30～14：30
13：00～14：30

16：30～19：10

9：30～11：00

 9：30～11：30

10：00～16：00

３歳児親子歯っぴー教室
(※フッ素塗布無料券、歯ブラシが必要)

※３歳児健康診査受診児とその保護者が
対象（無料券は診査時に配布）

のびのびはったつ教室 9：00～11：00

２カ月児セミナー
13：10～13：30

問　合　先

健康増進課
　(２４)２２２１

要予約

要予約

要予約

歯科口腔
保健センター

(

ハ
ー
ト
・
フ
ル
・
た
け
ふ)

福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー

ところ 受付時間項　　目 と　　き

すこやかサロン

両親学級(これから親になる人とその家族)

こどものそうだん会

(

今
立)

セ
ン
タ
ー

社
会
福
祉

13：10～13：30

13：00～17：00

12/21（日）

１/15（木） 要予約

要予約

保　　健

とき　12月21日（日）　午後１時半～３時半
ところ　福祉健康センター（ハート・フル・たけふ）
・基調講演　作田学氏（日本禁煙学会理事長）
・パネルディスカッション
　パネラー　作田学氏
　　小林弘明氏（県済生会病院呼吸器外科部長）
　　マイク・ヨコハマ氏(NPO法人スワングループ事務局長)
※申込不要・入場無料

生活習慣病予防講座生活習慣病予防講座
内臓脂肪を減らす食生活・運動を体験しよう

申込・問合先　健康増進課　(２４)２２２１

と　き　１月16日（金）　午前10時～11時　　　　　
ところ　福祉健康センター（ハート・フルたけふ)
講　師　砂博子氏（HIROヘルスプランニング　管理栄養士）
内　容　内臓脂肪を減らすための栄養・食事の話

と　き　１月14日（水）　午前10時～11時　　　　　
ところ　福祉健康センター（ハート・フルたけふ) 
講　師　漆崎由美氏（（有）パワーリンク　健康運動指導士）
内　容　健康づくりのための運動の話と実技

運動編

食事編

メタボ予備群の人、
また関心のある人は
ぜひご参加を！

生活情報館

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報

鯖
江
市
イ
ベ
ン
ト
情
報
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中

丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ丹南ケーブルテレビ
12月の越前市関連の番組案内 ◎越前市情報ナビ(２週間放送)

12月22日～31日　　　「ふるさと納税」
１月１日～４日　　　  「市長年頭のごあいさつ」

※番組は予告なく変更することがありますので、ご了承下さい。

７:30～、12:30～、19:30～
※土・日曜日は一時間遅れ

●現在第６回市議会定例会の模様を放送中です。
※詳細は丹南ケーブルテレビガイドをご覧下さい

となりの
街から

12月31日 午後11時半～
丹南エリア３カ所と中継を結び、年越しの様子を生放送。
越前市では総社大神宮の年越しの様子が放送されます。

地域ふれあいチャンネル(アナログ２ch・デジタル091ch)

丹南HOT情報チャンネル(アナログ５ch)

2009 Happy Tannan New Year ～モゥうし年 ! ゆっくりドッシリ楽しもう! !～
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文化センター
からのお知らせ
　(２３)５０５７ 　(２８)１１２３

エコビレッジ交流センター
からのお知らせ

生活情報館

　(２３)５８１１

ギャラリー叔羅
からのお知らせ

アートフラワー趣味の会と
陶游会展
とき　1月7日（水）～15日（木）

つゆ草絵画展
とき　１月24日（土）～２月１日（日）

休館日　毎週月曜と祝日の翌日
開館時間　午前10時～午後６時
　(入館は午後５時まで、最終日
　は午後４時半まで)
入場料　無料

王朝の紙　
雅を演出する料紙展
・平安の雅を現代に蘇らせた
　越前和紙の紹介
・西本願寺三十六人家集(復刻)など
とき　～12月23日（祝）

　(２１)２０１９

ギャラリー分館石石
からのお知らせ

休館日　毎週月曜と祝日の翌日
開館時間　午前10時～午後６時
　(入館は午後５時まで、最終日
　は午後４時半まで)
入場料　無料

とき　12月21日（日）　午後２時～
料金　一般　１,２００円
　　　高校生以下　８００円
※当日は託児所あり
※下のポスターは、越前市出身で、
　現在は東京で活躍中の、辻紗也
　香さんがデザインしたものです。

源氏物語千年紀記念　
越前市創作子どもミュージカル
「香子(かおりこ)」

えちぜん環境楽「環境寄席」
　桂米二さんの落語などを通じて
環境問題を考えます。
とき　1月24日（土）　
　　　午後１時半～５時頃 
ところ　いまだて芸術館
協力金　５００円

チョコ作りにチャレンジ
とき　２月７日（土）　
　　　午前9時半～11時半 
持ち物　エプロン
費用　５００円
定員　12人
申込締切　１月24日（土）  午後５時
※申込多数の場合は抽選

年末年始の休館日のお知らせ 
とき　12月28日～1月5日

　(２３)００４７

式部ふれあい館（国高一丁目）
からのお知らせ

たんなんＦＭが ◇

・毎週火曜日　20：00～21：00　
　「レッド・ツェッペリン」ギター講座
　（期間：３ヶ月　定員：10名)
 　講師　ジミー小林　受講料　１回　1,000円
・毎週水曜日　10：00～12：00　
　自分のペースでできる着付け教室
　講師　宮澤　道代　受講料　1回　1,000円
・毎週金曜日　19：00～20：00
　病気になれないこころとからだ“快体新書”免疫学的に
　講師　藤本　武則　受講料　月　5,000円
・毎週金曜日　15：30～16：30　
　リラクゼーション気功　自然の気を体感し心身を整える
　講師　佐々木　春喜　受講料　1回　800円
・第２・４金曜日　14：00～15：00　
　人生を豊かにする話し方教室　　　　　　　　　　　
　講師　鈴木　澄枝　　受講料　1回　800円

1月から下記の内容の塾を予定しております
２月１日(日) 14：00～16：00

　｢雷研究の最前線｣で活躍する鳥居博士が、冬季雷から宇宙まで、
　雷に関するホットな話題について、分かりやすく解説します。
　コーヒーやお酒でも飲みながら語りましょう。
　＜入場料＞３００円（コーヒー付）　お酒持ち込み可
　※定員３０名（先着順）

スピーカー：鳥居 建男 博士

只今、イベント、塾を開講したい方、
受講したい方募集中

サイエンスカフェ

越前市サテライトスタジオ
「ラヂヲ横丁」風鳴塾
越前市若松町６－１　
TEL0778－25－0532
Mail：791＠tannan.fm

ラヂヲ横丁に風鳴塾を開講します
風鳴塾スペシャル授業

詳しくは、
０９０－１３９４－２５４０ 
野村まで

数学・物理の苦手な人
好きな人大集合！

らく

広告
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万葉菊花園だより

2009 えとの現代書〔丑〕展
｢スローな反芻｣
とき　１月６日（火）～２月１日(日）
　　　午前９時～午後４時半
　　　（最終日午後４時まで）
内容　来年の干支の「丑」にちな　
　　　んだ書作を約50点展示。
入場料　無料

環境に優しい
エコポット作り講座
とき　12月21日（日）
　　　午後１時半～３時半
内容　古新聞を使った、世界にひ
　　　とつだけのポットを作ります。
　　　小さなお子さんでも簡単に
　　　作れます。親子での参加大
　　　歓迎！
費用　５００円
定員　２０人
持ち物　ゴム手袋・バケツ

　(２７)７８００

受講料コース名 テキスト代

●パソコン講座(定員20人)

Word2003 
ステップアップ　

パソコンで学ぶ簿記

期間
１/７（水）～２/２（月）
毎週月・水曜日
１/14（水）～２/18（水）

時 間

【ＩＴ学習支援コーナーを開設しています】
とき　毎月第２・第４土曜日(祝日を除く)　午前９時～正午、午後１時～４時
内容　時間内であれば誰でも無料でパソコンの自主学習ができます。
　　　インターネットも利用できます。わからないことは、
　　　サポーターがお手伝いします。 

毎週水・金曜日

申込・問合先　ワークメイト　　(２３)６８５５
ワークメイト(武生地域職業訓練センター)からのお知らせワークメイト(武生地域職業訓練センター)からのお知らせ

中央図書館　　(22)0354
図書館だより

　(２１)３９００

今立図書館　　(43)0229

年末年始休館のお知らせ
　12月29日（月）～１月３日（土）まで、
中央・今立の両図書館は休館します。
　休館中の本の返却は各館の玄関
横にある返却口をご利用ください。
　ＣＤ･ＤＶＤは破損の恐れがあ
るため、返却口には入れないでく
ださい。

名作映画会
とき　12月27日（土）　午後２時～
ところ　中央図書館
作品　「８　1/2
　　　(はっかにぶんのいち)」
　　　１９６３年・伊作品

としょかんたまてばこ
(冬のつどい)
とき　12月20日（土）　午後２時～
作品　人形劇「まんまるぱん」、
　　　たのしい工作　ほか

催 し・講 座

武生公会堂記念館
からのお知らせ

とき　１月17日（土）　午後２時～
定員　20人（５歳以下は保護者同伴）
申込締切　１月10日（土）

体験ミュージアム
「こまであそぼう！つくろう！」

　学問の神様として信仰されてい
る天神様。武生の「べと天神」ほか、
全国各地で制作された様々な天神
人形を展示します。
とき　１月６日（火）～２月15日（日）

冬の館蔵品展「天神さん」

休館のお知らせ
展示準備のため休館
とき　12月15日（月）～22日（月）
　　　１月４日（日）、５日（月）　
年末年始休館
とき　12月29日（月）～１月３日（土）

生活情報館

受講料コース名 テキスト代

●教養講座(定員20人)
期間 時 間

１/15（木）～２/17（火）インテリアデザイン
入門 毎週火・木曜日 19:00～21:00

16,000円
(教材費込)

1,000円

入浴料金：大人３７０円、中人１２０円、小人６０円
・リンスインシャンプー、ボディソープ設置（無料）
・毎日薬湯サービス実施
・毎月26日は季節の湯サービス実施

広告

○城勝湯（定休日　月曜）
　若竹町１０－１８　　（２２）２３１７
○曙湯（定休日　木曜）
　京町三丁目２－１６　　（２２）２０８８

12月21日はゆず湯の日！
寒い冬を元気に乗り切ろう！
12月21日はゆず湯の日！
寒い冬を元気に乗り切ろう！

　(２２)３００５

生涯学習センター
講座だより

特別講座
「行列のできるチラシづくり」
とき　２月１日（日）
　　　午後１時半～３時半
講師　牟田静香氏
　　　(NPO法人　男女共同参画
　　　おおた　理事長)

特集コーナー
一般
　日英・日仏・日蘭交流１５０周年、
　映画の原作を読む(外国編)、冬
　の健康対策、越前市出身の書家
　石川九楊氏、なつかしの昭和
児童
　のりもの絵本、クリスマス、年
　末年始
地域・郷土
　府中本多家と赤穂事件

む　た　しず　か

いしかわきゅうよう

うし

はんすう

7,000円

12,000円

1,000円

1,000円

19:00～21:00

19:00～21:00
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申込・問合先　生涯学習課　　(２２)３００５
平成21年　成人式のご案内平成21年　成人式のご案内

とき　　1月11日（日） 
ところ　文化センター（高瀬二丁目）
▼１部　「講演会」　午後１時半～２時20分
　「野球から学び、教えられたこと」
　講師　衣笠祥雄氏（国民栄誉賞受賞　プロ野球解説者）
▼２部　「式典」　午後２時半～３時
▼３部　「新成人のつどい」　午後3時10分～4時半
　内容　アトラクションなど成人式実行委員会の企画
※成人式に出席したい新成人は、必ず事前に申し込んでください。
※講演会と式典には市民も参加できます。
※一般の受付はありませんが、入場は新成人を優先します。
※車での来場はご遠慮ください。やむを得ず車で来る場合は市体育館駐車場を
　利用してください。また、簡素な服装で参加しましょう。

越前市景観百選決定＆「越前市景観百選展」

　６月16日から3ヵ月間で市内のお気に入りの景観を募集したところ、
市内外から自然、建造物など計３０２点の応募がありました。
　選定された78点を次の日程で展示しています。
とき　12月29日（月）まで
ところ　センチュリープラザ　２階　市民サロン
※市ホームページ上にも掲載中です。

中小企業を対象に、資金繰りを応援する
「緊急保証制度」を実施しています

　金融機関からの融資を受ける時に行っている県信用保証協会の保証
について、対象業種の人は、一般保証枠とは別枠で8000万円(担保があ
る人は2億円)まで、保証を受けることが出来ます。
※保証を受けるためには、市の認定（5号認定）が必要です。 

対象　各種製造業、食品加工・飲食店、小売・販売業、建設・不動産
　　　業など618業種（市や福井県信用保証協会、中小企業庁のホーム
　　　ページで確認できます）
期間　平成22年３月31日まで 
市の認定を受けるために必要な書類
・5号認定様式（市のホームページからダウンロードできます） 
・認定の根拠となる確認資料
・商業登記簿謄本の写し（法人のみ）
・許認可証の写し（許認可の必要な業種のみ）

中小企業を対象に、資金繰りを応援する
「緊急保証制度」を実施しています

工業統計調査にご協力ください
問合先　情報統計課　統計分室
　　　　　(２１)５０７８　　　　

　この調査は、製造業を営む事業
所を対象に、その活動実態を明ら
かにすることが目的です。
　12月から来年１月にかけて調査
員がお伺いします。
　調査内容の秘密は厳守されます
ので、正確なご記入をお願いします。

　農業振興地域内の農地を農業以
外に利用しようとするときは、農
地転用申請の前に農振除外の要望
を申し出てください。ただし、内
容や場所によっては除外できない
ことがあります。
※受け付けは１月、７月の年２回
　です。

申　込　農政課
問合先　　(２２)３００９

農振除外の要望は
１月末までに

お 知 ら せ

▲眼鏡橋（大虫町） ▲花筐公園

生活情報館

問合先　都市計画課　　(２２)３０１２

ネット公売(動産)を実施
申　込　納税課
問合先　　(２２)３０１５　　　　

　市では、市税滞納処分として市
が差し押えを行った財産について、
インターネットを利用した公売を
実施しています。（せり売り）
【公売の概要】
参加申込期間
　１月８日（木）　午後１時～
　１月19日（月）　午後５時まで 
入札期間
　１月23日（金）　午後１時～
　１月26日（月）　午後１時半まで
保証金納付期限　１月19日（月）
※詳しくは市のホームページをご
　覧ください。

申込・問合先　商工政策課　　(２２)３０４７
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みんなの情報板

不用品の活用情報

申込・問合先　消費者センター
　　(２２)３７７３

申　込　利再来館
問合先　　(２８)１３９０
　　　   (月曜日・祝日の翌日は休館日)

再生品を提供します

放送大学４月生募集中
申　込　放送大学福井学習センター
問合先　　０７７６(２２)６３６１　　　

　国分寺など市内13カ所の寺社を
めぐる、約６キロのコースです。
とき　１月３日（土）
　　　午前９時半～正午
集合場所　総社境内(京町一丁目)
参加費　３００円
※当日受付可
※新会員も随時募集中です。

初詣ウォークに参加しませんか
申　込　たけふ歩こう会(木下)
問合先　　(２３)５１２４　　　　

晩白柚風呂のご案内
問合先　しきぶ温泉湯楽里(白崎町)
　　　　　(２５)７８００　　　　

　大きさから｢柑橘の王様｣と呼ば
れる、香り高い晩白柚のお湯をお
楽しみください。
とき　12月18日（木）～23日（祝）
　　　午前６時～午後11時

ふるさと企業魅力発見フェア
問合先　県産業労働部労働政策課
　　　　　０７７６(２０)０３９０　　　　

ところ　坂の口展示場(勾当原町)
申込期間　１月６日（火）～25日（日）
※希望価格を投票してください。
当選発表　２月１日（日）
※当選者には電話で連絡します。
引取期間　２月３日（火）～８日（日）

　県内企業の採用最新情報を、い
ち早く入手できます。
　就職活動を控えた学生の方は、
ぜひご参加ください。
とき　１月４日（日）　
　午前11時15分～午後５時
　（受付開始午前10時45分～）
ところ　サンドーム福井
参加予定企業　200社 
※参加無料、事前の登録は不要

　入学試験のない、文部科学省所
管の通信制の大学で、キャリアア
ップや生涯学習に最適です。
願書締切　２月28日（土）

電気設備科「若年者コース」
訓練生募集
申　込　ポリテクセンター福井(訓練課)
問合先　　(２３)１０１１　　　　

訓練期間　２月３日（火）～７月28日（火）
対象　公共職業安定所に求職申し
　込みしている概ね35歳未満の人
内容　電気工事、消防設備、CAD、
　シーケンス制御、受変電設備、
　エアコンの取付工事など 
定員　15人（面接で選考）
応募締切　１月13日（火）
面接日　１月20日（火）
面接場所　ポリテクセンター福井
受講料　無料（教科書代6,000円程
　度と訓練生総合保険2,900円が別
　途必要）

福井県伝統的民家
認定制度の登録者募集
申　込　県土木部営繕課
問合先　　０７７６(２０)０５１０　　　　

　伝統的民家を後の世代に継承し
てもらうことを目的とし、認定さ
れた建物には認定証が交付され、
保存・活用に関する無料相談や専
門家による情報提供を受けること
ができます。
応募締切　１月30日（金）
応募資格　伝統的民家の所有者
※認定による建物への規制はあり
　ません。
　認定された伝統的民家は、県の
　ホームページに外観の一覧を掲
　載します。
　増改築や改装などの際に届け出
　ることにより、保存・活用の情
　報提供などを行います。

｢ふくい・たんなん観光情報マガジン」の登録者募集中！

　丹南広域組合では、丹南地域のお得な観光情報メールマガジンの配信
を始めました。
　専用アドレスに応募メールを送信した人の中から、抽選で１００名様
に丹南地域の伝統的工芸品（越前漆器、和紙、打刃物、越前焼）の組合売店
や市町の各種施設で使用できる１,０００円のお買物券をプレゼント。
※１００名の当選者が出た時点で終了とします。
　また、毎月抽選で1名様に伝統的工芸品の組合売店で使用できる
１０,０００円分のお買物券をプレゼントします。
応募期間　それぞれ平成21年２月末まで
ホームページアドレス　http://www.tannan.net/　
　携帯電話からアクセスする人は、QRコードをご利用ください

　問合先　丹南広域組合　　（２３）４５５０

｢ふくい・たんなん観光情報マガジン」の登録者募集中！
登録すれば抽選でお買い物券プレゼント！

ばんぺいゆ

12月１日から武生南中継局で
地上デジタル放送開始

　武生南中継局（妙法寺山）のアナロ
グ放送受信地域で、地上デジタル放
送を受信できるようになりました。
※受信には、地デジ対応テレビ、
　またはチューナーなどが必要です。

・百科事典 20冊 
・ガスストーブ(都市ガス用)
・チャイルドシート(幼児用)
・ソファ(布製・二人掛け)
・ファンヒーター（８畳用）

《ゆずります》

《ゆずってください》
・自転車(大人用) 
・電動ミシン(家庭用)
・チャイルドシート(乳児用)
・シルバーカー
・洋服タンス

QRコード



●市民相談電話
　　(２２)１１２２
　毎週月～金曜日
　午前８時半～午後５時半

休日診療について
　０１２０(２４)４８９４

行政相談
・生涯学習センター(府中一丁目)
　　(２２)３００５
　第１・３月曜日　午後１時半～４時
・社会福祉センター(今立)
　　(４３)８８８８
　第２水曜日　午後１時半～４時

人権相談
・福井地方法務局　武生支局(新町)
　　(２２)０１９４
　月～金曜日　午前８時半～午後５時15分
・生涯学習センター(府中一丁目)　
　　(２２)３００５
　第１月曜日　午後１時～４時
　第３金曜日　午前９時～正午

法律相談
(電話での相談、受け付けはできません)
・社会福祉協議会武生事務所
　(ハート・フル・たけふ)
　　(２２)８５００
　第１・３木曜日　午前９時半～正午
　午前８時半から受付(定員10人)

消費生活相談
・消費者センター(センチュリープラザ)
　　(２２)３７７３
　月～金曜日　午前８時半～午後５時

結婚相談
・生涯学習センター(府中一丁目)
　　(２２)３００５　
　第１・２・３水曜日　午後１時～４時
　第４土曜日(本人のみ)　午後１時～４時
・社会福祉センター(今立)
　　(４３)８８８８
　第１・３水曜日　午後１時半～４時

男女平等オンブッド相談
　性差などによる悩み相談
・男女共同参画室(ハート・フル・たけふ)
　　(２２)３６６８
　毎週月～金曜日　毎月第１土曜日
　(第１土曜日に限り予約が必要)
　午前９時～午後５時

※労働相談(要予約)
毎月第１土曜日　午後１時～４時

電子メールアドレス
ombud@city.echizen. lg.jp

女性相談
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８
　水曜日　午前９時～午後５時半

家庭児童相談・ひとり親家庭相談
・家庭児童相談室　　(２２)３６２８　　
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

児童養護に関する相談
　(緊急の場合は夜間でも受け付けます)
・児童家庭支援センターたけふ「ポケット」
　　(２２)３０７７
　毎日　午前９時～午後５時半

子育て相談
(地域子育て支援センター)
・ＮＰＯ法人 子どもセンター
　「ピノキオ」(ハート・フル・たけふ)
　　(２３)８２１１
　毎日(休日も)　午前９時～午後５時
・「フォルマシオーン」(国高保育園内)
　　(２３)６３１８
　月～金曜日　午前９時～午後５時
・「いまだて」(粟田部保育園内)
　　(４２)２５１１
　月～金曜日
　午前９時～午後５時

健康相談
・健康増進課　　(２４)２２２１
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半
　夜間、子どもの急病時に、すぐに病院に
　行ったほうが良いのか、翌朝まで様子を
　みて良いのか迷ったときに、小児科医が
　電話でアドバイスします。
　　＃８０００(短縮ダイヤル)
　　０７７６(２５)９９５５
　毎日　午後７時～11時

こどもの人権110番(全国共通)
　０１２０(００７)１１０
月～金曜日　午前８時半～午後５時15分

ヤングテレフォン
　(２３)６６９９
月～金曜日　午前８時半～午後５時半

心配ごと相談
・社会福祉協議会武生事務所
　(ハート・フル・たけふ)
　　(２２)８５００
　火曜日　午後１時半～４時

こころの健康相談(要予約)
・丹南健康福祉センター(　江市水落町)
　　(５１)００３４
　第１・３木曜日　午後１時半～４時半

若年無業者(ニート)や
引きこもり者の相談、支援
・ふくい若者サポートステーション
　　０７７６(２１)０３１１
　月～金曜日　午前10時～午後６時

賃金や解雇、労働時間など、労働者
個人と使用者とのトラブルの仲介
・福井県労働委員会
　　０７７６(２０)０５９７
　月～金曜日　午前８時半～午後５時半

若者の就職に関するカウンセリング
　毎月第１月曜日　午後１時～５時
　※３日前までに予約が必要
・地域職業訓練センター(高瀬一丁目)
　　(２３)６８５５

無 料 相 談

　どこに電話すればいいのか
わからない場合は、こちらへ
問い合わせてください。▼・市役所正面玄関ロビー

　・今立総合支所正面玄関ロビー
▼ファックスで
　FAX(２４)３３０７
▼電子メールで
　koutyou@city.echizen.lg.jp

市政への意見や提案をお待ちしています

提案箱の設置場所が増えました！提案箱の設置場所が増えました！
・図書館　・各公民館
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創 業 大正十三年 五月

(有) 菓匠 木津屋
創 業 大正十三年 五月

(有) 菓匠 木津屋
・かすてら
・ブランディーケーキ
・季節の上生菓子
・慶事用万寿各種

木津屋の水ようかん
　(地方発送可)

明治神宮献上明治神宮献上
木津屋の水ようかん
　(地方発送可)

・かすてら
・ブランディーケーキ
・季節の上生菓子
・慶事用万寿各種
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※越前市広報は、資源保護のために再生紙を使用しています。
　資源として活用できますので、リサイクルにご協力ください。

※越前市は環境マネージメントシステム
　ISO14001自己適合宣言を行っています。
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　固定資産税　　　　⇒第３期
　国民健康保険税　　⇒第６期
　介護保険料　　　　⇒第６期
　後期高齢者保険料　⇒第６期
　納期限　12月25日（木）

【11月1日現在】

86,545人　
2,952人　

42,345人　
1,374人　

44,200人　
1,578人　

28,748世帯
2,118世帯

◆総人口
　　内外国人
◆男
　　内外国人
◆女
　　内外国人
◆世帯数
　　内外国人

12月の納税 人 口

と　き　12月26日（金）、１月６日（火）、
　　　　20日（火）   午後８時まで
ところ　納税課

夜間納税窓口・納税相談日

環境のおはなし環境のおはなし 家庭に眠っている
マイバックはありませんか？

達成！！交通死亡事故ゼロ５００日
｢交通事故のない安全で安心な越前市｣

　11月29日午前０時、越前市は交通死亡事故ゼロ５００日
を達成しました。市が誕生してから初めての記録になります。
　12月１日の達成式では、越前警察署・越前交通安全協会
から市に感謝状が贈呈され、市もまた協力団体に感謝状を
贈呈しました。同日には、年末年始を迎え、飲酒運転撲滅
のキャンペーン活動もJR武生駅前で行われました。
　これからもさらに記録を伸ばし、
悲惨な交通事故を根絶することを
目指して、一人ひとりが交通ルー
ルを守り、交通マナー向上を心が
けましょう。

住民基本台帳カードが
無料で作れます

期間

問合先　市民課　
　　　　　　(２２)３００１
　　　　今立総合支所市民福祉課　
　　　　　　(４３)７８１２

平成21年１月５日～
平成23年３月31日

住民基本台帳カードが
無料で作れます

※e-Taxを利用する場合は別途費用がかかります。

マイバックもらったけど、
お気に入りのがあるし・・

マイバッグ回収場所
　・市役所本庁舎玄関
　・今立総合支所玄関
問合先　環境政策課
　　　　　（２２）５３４２

こんなマイバック、
欲しかったのよね！

マイバック
回収場所

大瀧神社の屋根改修工事が
二十四年ぶりに行われています
　現在、大滝町にある国の重要文化財の岡太神社・
大瀧神社本殿拝殿で、桧皮葺屋根の改修工事が
多くの職人たちの手によって、12月中の完成を
目標に行われています。
　来春の三十六年ぶりの式年大祭(５月２日～５日)

を控えて、谷間
部分の雨漏りが
激しいことから、
二十四年ぶりに
改修することに
なりました。

▼交通死亡事故ゼロ500日達成式

▲▼飲酒運転撲滅
　　キャンペーン活動

大瀧神社本殿

▼

▼

改
修
作
業
中
の
桧
皮
葺
屋
根

ひわだぶき

　マイバッグ、あなたはいくつ持っていますか？ 意外と家の中
にたくさんあるマイバッグ。粗品でもらったり、お金を出して
買ったりして、いつの間にか「こんなにたまっちゃった」とい
う人もいるのではないでしょうか？ 
　でも、いつも使うのはお気に入りのマイバッグ。かといって、
使わないマイバッグはもったいなくて捨てられない･･･そんな、
ご家庭に眠っているマイバッグはありませんか？ 
　市では使われていないマイバッグを集めて、必要とする人に
使ってもらう「くるりん、くるりんマイバッグ」運動を始めます。

・12月22日～31日
　「交流職員の
　　越前市の印象」
・１月５日～11日
　「越前市10大ニュース」

〈月～金曜日〉　午後１時～15分
〈土・日曜日〉　午前７時～15分

放送日

問合先　たんなん夢レディオ　　(５３)２５６２

 ※毎週月曜日更新

特別番組
「越前市民新春ふれあい座談会」
出演　越前市民・越前市長

越前市民ふれあい通信
12月～１月の放送内容

とき ・１月１日、２日
　　　　 午後１時～２時
　　 ・１月３日、４日
　　　    午後４時半～５時半


